
電気事業（発電）

▲事故から学ぶ展示室

▲再生可能エネルギーPR館「エコっと白丸」

▲｢安全の誓い｣の碑の清掃

お客様の安全・安心の確保を最優先にする姿勢と決意を示す取組
として、平成19年から、毎年６月13日を「都営交通　安全の日」
に定めました。この日は、浅草線浅草橋駅でのドア挟みによる死
亡事故（平成６年）、都電荒川線での車両衝突事故（平成18年）とい
う２つの重大事故が発生した、交通局職員が決して忘れてはなら
ない日です。
安全の日を中心に、安全標語の募集、意見交換会、巡回や点検
強化などを実施しています。
これからも二度とこのような事故を引き起こさないために、全職

員が一丸となって安全輸送の確保に全力で取り組んでいます。

　平成18年10月、「運輸の安全性の向上のための鉄道事業法等の
一部を改正する法律」の施行に基づき、輸送の安全を確保するため
の事業の運営方針に関する事項等を定めたもので、安全統括管理者
を中心とした安全管理の責任体制及びその管理実施方法等を規定し
た、「鉄・軌道事業安全管理規程」「自動車事業安全管理規程」をそれ
ぞれ制定しました。

　安全管理規程に基づき、安全に係る基本的な姿勢を示した「安全
方針」を平成18年12月に制定しました。平成28年4月、改めて安
全に対する姿勢を明確に示し、職員の安全意識の向上を図るため、
改定しました。交通局経営方針の冒頭にある「都民やお客様の信頼
に応えるため、安全・安心を最優先し、全職員が一丸となって、災
害に強く、事故のない都営交通」の実現を目指して、４つの具体的
な取組を『安全方針』として定めています。
　この安全方針を具体化した「安全重点施策」を毎年度策定し、こ
れを着実に実施することにより、安全の確保を図っています。

ています。

現在は、多摩川の流水を利用した水力発電による電気事業を運営しており、管理している水力発電所は、多摩川第一発電所及び白丸発電所（西
多摩郡奥多摩町）並びに多摩川第三発電所（青梅市）の３か所です。最大出力の合計は３万６千５百キロワットで、一年間に発電する電力量は概ね
一般家庭3万5千世帯の使用量に相当しています。
この電気はＣＯ₂フリーであり、近年その価値が高まっています。こうした「東京産水力発電の環境価値」に着目した売電方法を、令和３年４月から
導入しました。公募型プロポーザルにより決定した小売電気事業者を通じて、都内需要家に供給するとともに、交通局の再生可能エネルギー導入
の率先行動として、都営バスの全営業所でこの電気を使用しています。加えて、令和６年４月からは、東京さくらトラム（都電荒川線）を100%東京
産水力発電の電気で運行しています。
令和３年11月には、白丸発電所・白丸調整池ダムに隣接する場所に東京都交通局再生可能エネルギーPR館（愛称：「エコっと白丸」）を開館しま

した。館内では、ジオラマシアターや壁面展示により交通局の水力発電の仕組みなどをわかりやすく伝えるとともに、奥多摩町の観光スポット等を
紹介するコーナーを設け、地域の観光振興にも貢献しています。
なお、多摩川第一発電所及び多摩川第三発電所については、運転開始から60年以上が経過することから、大規模更新を計画しています。

　上野動物園の東園と西園を結ぶモノレールは、将来の新しい都市交通機関として実験的に建設した我が国で最初のモノレールです。
　昭和32年の開業以来、交通局の施設として鉄道事業法に基づき運営してきましたが、平成12年に上野動物園を所管する東京都建設局に
施設を無償で譲渡し、交通局がその施設を借り受けて管理運営をすることとなりました。
　車両の経年劣化のため、令和元年11月から運行を休止し、令和５年12月27日をもって廃止となりました。

28


